
平成30年3月末現在の
人口の動き

●人口　 14,146人（前月比−27人） 男 7,079人（＋3人） ●外国人人口 145人（前月比−9人）男 74人（−8人）女 71人（−1人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋47人） 女 7,067人（−30人） ●世帯数 4,597世帯（外国人のみの世帯含む）

May  No.5025広報せいろう
2018

　４月13日（金）、蓮野・蓮潟・亀代こども園の年長
組さんが、今年も弁天潟にお花を植えてくれました。
　ＮＰＯ法人環境美化ネットせいろうが「花と緑の
体験学習」として毎年行っている事業で、園児たち
はノースポールやペチュニアといった、かわいらし
いお花を一生懸命植えていました。

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

花いっぱいの
弁天潟になあれ！
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平成30年度 聖籠町
役場 機構図・職員配置図

聖籠町の
新体制
聖籠町の職員 178名178名

町長　渡邊　廣吉

副町長　西脇　道夫

聖籠町教育委員会 
教育長　近藤　　朗

聖
籠
町
議
会

　
議
長  
田
村
冨
美
男

聖
籠
町
農
業
委
員
会

　
会
長  

吉
田
　
春
雄

稲
作
、
畑
作
、
園
芸
お
よ
び

果
樹
振
興
・
農
業
生
産
団
体
・

農
業
後
継
者
対
策
・
水
稲
の

需
給
調
整
・
畜
産
振
興
・
制

度
融
資
・
商
工
業
団
体
・
住

宅
建
設
資
金
・
観
光
・
労
働

対
策
・
漁
業
振
興
・
土
地
改

良
事
業
・
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

渡
邊
こ
ま
き

飯
沼
　
正
志

宮
川
　
　
顕

水
戸
部
吉
成

長
谷
川　

賢

信
田　

洋
平

阿
部　

辰
哉

産
業
観
光
課

　

課
長　

渡
辺
　
俊
晴

　

補
佐　

萩
原
　
波
春

都
市
計
画
・
開
発
行
為
・

建
築
確
認
・
町
営
住
宅
・

都
市
公
園
・
国
土
調
査
・

道
路
、橋
梁
、河
川
等
整
備
・

道
路
用
地
の
取
得
・
道
路

認
定
、
廃
止
・
道
路
の
除
雪
・

法
定
外
公
共
物
の
管
理
・

海
岸
（
港
湾
区
域
を
除
く
）・

環
境
美
化
推
進
・
空
き
家

バ
ン
ク

鈴
木
　
　
誠

稲
田
　
　
覚

和
田　

文
夫

渡
邉　

陽
子

大
谷　

友
太

相
馬　
　

悟

佐
藤　

彰
徳

ふ
る
さ
と
整
備
課

　

課
長　

飯
田
　
一
雄

　

補
佐　

小
林
　
　
稔

東
港
振
興
室

　

室
長　

樋
口
　
豊
志

新
潟
港
の
振
興
・

企
業
立
地
支
援

山
崎　
　

諭

小
宮
山
翔
太

会
計
管
理
者

会
計
室

　

室
長　

佐
久
間
雅
之

税
金
等
収
入
・
収

入
支
払
業
務

大
沼
　
理
一

昆
　
　
幸
恵

水
道
管
理
棟
、
配
水
場
等
の

施
設
管
理
・
水
道
料
金
・
配

水
管
施
設
の
保
全
・
水
質
検

査
・
薬
品
管
理
・
受
配
水
・

配
水
管
施
設
等
の
占
用
許

可
・
配
水
管
工
事
・
水
道
管

路
図
等
の
保
守
、
下
水
道
管

渠
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設
管

理
・
下
水
道
使
用
料
・
排
水

設
備
・
事
業
所
排
水
の
指
導

お
よ
び
監
視
・
排
水
施
設
な

ど
の
占
用
許
可
・
公
共
下
水

道
工
事
・
下
水
道
管
路
図
な

ど
の
保
守

渡
邊
　
広
彰

小
林　

め
ぐ
み
水
戸
部　

徹

渡
辺　
　

脩

上
下
水
道
課

　

課
長　

高
橋
美
紀
夫

　

補
佐　

加
藤
　
義
勝

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

議
会
運
営
事
務
及
び

調
査
事
務
・
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
等
の
運
営
と

研
修
に
関
す
る
事

務
・
請
願
陳
情
の
受

付
・
会
議
録
の
調
整
・

議
会
広
報
の
発
行

渡
辺　

栄
子

海
津　

良
輔

議
会
事
務
局

　

局
長　

堀
　
　
市
郎

農
業
委
員
会
の
運

営
・
農
地
法
の
規
定

に
よ
る
許
可
、
届
出

の
受
理
・
農
地
な
ど

の
調
査
報
告
・
農
地

基
本
台
帳
管
理
・
農

地
転
用
・
農
業
者
年

金

　

二
宮　

広
輝

阿
部　

辰
哉

（
併
任
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　

局
長　

渡
辺
俊
晴（
併
任
）

　
参
事　

田
村
　
　
治

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

教
育
機
関
の
設
置
・
教
育

財
産
の
管
理
・
教
育
部
局

の
人
事
・
就
園
、
就
学
事

務
・
学
校
の
組
織
編
成
、

教
育
課
程
、
学
習
指
導
、

生
徒
指
導
及
び
職
業
指

導
・
学
校
運
営
協
議
会
・

外
国
語
指
導
助
手
・
学
校

保
健
事
務
・
就
学
援
助
・

育
英
資
金
・
学
校
施
設
管

理
・
通
学
バ
ス
事
務
・
学

校
給
食
事
務
・
児
童
福
祉
・

保
育
所
・
児
童
館
・
児
童

ク
ラ
ブ
・
児
童
広
場
・
児

童
遊
園
、
児
童
手
当
、
児

童
扶
養
手
当

渡
辺
　
大
樹

高
橋
知
香
子

（
学
校
給
食
調
理
場
勤

務
：
管
理
栄
養
士
）

春
木　

邦
子

（
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
：
子
ど
も
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

南
場　

優
子

（
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
：
子
ど
も
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

川
崎　

慶
典

冨
樫　
　

正

阿
部
紗
也
佳

横
山　
　

舞

佐
々
木
悠
介

小
林　

義
彦

（
聖
籠
中
学
校
勤
務
）

子
ど
も
教
育
課

　

課
長　

田
中
　
雅
義

　

参
事　

新
保
　
英
博

　

参
事　

佐
藤
　
伸
一

　

補
佐　

関
川
　
清
美

（
子
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）

　

幼
児
教
育

髙
橋
　
美
穂

伊
藤　

由
美

山
岸　
　

碧

篠
川　
　

彩

渡
邉
あ
や
め

相
馬　
　

郁

藤
原　

夏
生

鈴
木　

千
遥

杉
沢　

憲
雄

蓮
野
こ
ど
も
園

　

園
長　

地
主
　
浩
美

　
副
園
長　

西
村
　
美
紀

幼
児
教
育

山
下
　
聡
子

齋
藤
　
和
美

進
藤
　
綾
子

櫻
井　

敦
史

宮
澤
あ
か
ね

頭
川　

遼
子

本
間　

る
い

宮
下　
　

瞳

萬
歳　
　

陽

長
嶋　

義
則

松
本　
　

望

蓮
潟
こ
ど
も
園

　

園
長　

渡
邊
　
恵
子

　
副
園
長　

若
月
　
美
保

幼
児
教
育

阿
部
　
成
美

泉　

美
和
子

獅
子
山
美
奈
子
青
田
み
な
み

美
本　

雄
太

原　
　

千
尋

斎
藤　

卓
人

長
谷
川
愛
子

斎
藤　

美
奈

土
佐
林
莉
沙

二
宮　

昌
平

亀
代
こ
ど
も
園

　

園
長　

加
藤
　
悦
子

　
副
園
長　

渡
邉
真
由
美

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
青
少

年
育
成
・
文
化
財
・
芸
術
文
化

振
興
・
社
会
体
育
・
団
体
の
指

導
、
育
成
・
民
俗
資
料
館
・
社

会
教
育
施
設
・
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
・
文
化
会
館
・
蓮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
社
会
体
育
施
設
の
管
理

高
橋
　
一
裕

松
井　

智
子

石
田　

守
之

吉
田　

晃
一

石
田　

正
統

宮
下　

純
一

高
橋　

隼
人

社
会
教
育
課

　

課
長　

渡
辺
佳
津
志

　

補
佐　

神
田
　
和
典

図
書
館

　

館
長　

高
野
　
　
聡

　
副
館
長　

田
村
　
五
月

図
書
館
業
務

大
矢
　
宏
二

佐
藤　

彩
子

小
林　

恵
美

諏
訪　

靖
子

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

条
例
・
法
務
・
情

報
公
開
・
財
産
管

理
・
人
事
・
給
与
・

秘
書
・
総
合
計
画
・

土
地
利
用
・
地
域

振
興
・
地
方
分
権
・

行
政
改
革
・
男
女

共
同
参
画
・
情
報

政
策
・
行
政
評
価
・

広
報
広
聴
・
国
際

交
流
・
各
種
統
計
・

区
長
会

佐
藤
　
和
美

佐
藤
　
寧
久

齋
藤
　
　
滋

斎
藤
み
ど
り

小
林
　
幸
宏

齋
藤　

桂
介

勝
見　

慶
美

（
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

牧
野　
　

恵

大
野　

義
史

鈴
木　
　

中

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

大
沼　
　

智

蟹
井
ゆ
か
り

（
看
護
師
・（
福
）聖
籠

福
祉
会
へ
派
遣
）

渡
邊　

悠
也

（
新
潟
市
へ
派
遣
）

大
野　

佳
奈
子

小
島　

健
太
郎

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

渡
辺　

瑞
希

（
新
潟
市
か
ら
派
遣
）

後
藤　

文
紗
綺

（
新
発
田
広
域
事
務
組

合
へ
派
遣
）

相
馬　

成
滋

宮
下  

悦
志

総
務
課

　

課
長　

髙
橋
　
　
淳

　

補
佐　

山
田
　
　
孝

町
民
税
・
法
人
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

た
ば
こ
税
、
入
湯
税
・
譲

与
税
、
交
付
金
・
税
証
明
・

財
政
計
画
・
予
算
の
編
成
・

資
金
調
達
・
地
方
交
付
税
・

財
政
統
計
・
入
札
・
契
約
・

基
金

小
林
　
和
浩

勝
見　

英
徳

三
浦　

昂
平

足
立　

亮
士

池
田　

真
司

税
務
財
政
課

　

課
長　

池
田
　
弘
幸

　

補
佐　

高
橋
　
誠
司

　
副
参
事　

新
保
千
寿
子

　
副
参
事　

長
谷
川
一
也

納
税
対
策
室

　

室
長　

池
田
弘
幸（
兼
任
）

町
税
そ
の
他
徴
収

金
の
徴
収
・
滞
納

整
理

　

瀬
高　

英
輔

（
再
任
用
）

天
野　

秀
一

小
林　

正
義

折
居　

遼
太

（
新
潟
地
方
税
徴
収
機

構
へ
派
遣
）

住
民
基
本
台
帳
・
戸
籍
・

印
鑑
登
録
・
埋
火
葬
許

可
・
人
権
擁
護
・
保
護

司
・
戦
没
者
遺
族
援
護
・

国
民
年
金
・
消
費
生
活
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
・
介

護
保
険

齋
藤
　
大
輔

宮
澤　

誠
也

（
再
任
用
）

高
橋
千
代
子

（
再
任
用
）

三
浦　

和
幸

小
池　

音
也

平
子
み
な
み

松
澤　

皓
斗

町
民
課

　

課
長　

松
井
　
　
博

　

補
佐　

小
野
　
芳
昭

　
副
参
事　

宮
澤
　
孝
也

保
健
・
医
療
費
助
成
・

献
血
・
国
民
健
康
保
険

診
療
所
・
ざ
ぶ
～
ん
・

高
齢
者
福
祉
・
介
護
認

定
・
介
護
予
防
事
業
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
聖
海
荘
・
な
ご
み

の
家
・
生
き
が
い
交
流

セ
ン
タ
ー
・
障
が
い
者

福
祉
・
民
生
委
員
・
生

活
保
護
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

萩
原
　
和
子
※

渡
辺
　
郁
子
※

宮
下
　
　
毅

高
橋
　
直
樹

諏
江
　
忠
憲

藤
田
由
起
子

（
管
理
栄
養
士
）

水
戸
部
可
奈
※

阿
部　

洋
子
※

大
沼
け
い
子

伊
藤　

清
二

（
副
主
任
・
健
康
運
動
指
導
士
・

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

渡
邉　

新
吾

村
山　

美
穂

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

井
上　

祥
子
※

山
岸
ち
ひ
ろ
※

高
橋　
　

愛

今
井
有
希
子

（
社
会
福
祉
士
・
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

吉
田　

理
紗

吉
川　

和
輝

大
澤　

裕
介

谷
内
田
亜
由
美

吉
田　

友
美
※

高
崎　
　

悟

※
は
保
健
師

保
健
福
祉
課

　

課
長　

髙
松
　
光
志

　

補
佐　

佐
藤
　
　
寿

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

所
長　

伊
井
　
宏
一

（
６
月
末
ま
で
）

　

所
長　

西
野
　
克
彦

（
７
月
１
日
か
ら
）

診
療
・
事
務

小
野　

広
子

青
木　

友
美
※

松
田　

理
絵
※

豊
島
美
和
子
※

※
は
看
護
師

一
般
廃
棄
物
（
可
燃
・
生
ご

み
な
ど
）・
環
境
対
策
（
水

質
、
大
気
、
放
射
能
等
）・

IS
O

・
公
害
防
止
・
し
尿

お
よ
び
浄
化
槽
・
狂
犬
病
予

防
お
よ
び
動
物
保
護
・
墓

地
・
食
品
衛
生
・
循
環
バ
ス

事
業
・
消
防
団
・
防
災
対
策
・

防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策

宮
澤
　
徳
昭

齋
藤
　
直
子

伊
藤　

敏
幸

小
林　

航
大

生
活
環
境
課

　

課
長　

藤
田
　
正
之

　

補
佐　

宮
下
　
勝
敏

　
副
参
事　

宮
下
　
聡
司

新採用 町
の
新
し
い
職
員
　
　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

関川 清
きよ

美
み

（子ども教育課：
子どもソーシャル

ワーカー）

西野 克
かつひこ

彦
（町診療所：医師）

豊島 美
み わ こ

和子
（町診療所：看護師）

南場 優
ゆう

子
こ

（子ども教育課：
子どもソーシャル

ワーカー）

渡辺　脩
しゅう

（上下水道課）
相馬 成

なりしげ

滋
（総務課）

萬
ばんざい

歳　陽
よう

（蓮潟こども園）
吉田 友

とも

美
み

（保健福祉課：
保健師）

土
と

佐
さ

林
ばやし

 莉
り さ

沙
（亀代こども園）

村山 美
み ほ

穂
（保健福祉課：主任

介護支援専門員）

渡辺 瑞
みず

希
き

（総務課）

町社会福祉協議会から派遣 新潟市から派遣

地方創生戦略監　夏井　智毅
（厚生労働省から派遣）

主な業務 地方創生事業・総合戦略の総括
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教　

諭　

笹
川　

礼あ
や

【
妙
高
市
立
新
井
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

八
木　

信ま
さ

己き

【
新
発
田
市
立
第
一
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

皆
川　

真ま

や弥

【
新
発
田
市
立
加
治
川
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

橋
本　

善よ
し

貴き

【
新
潟
市
立
藤
見
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

伊
藤　

志し

ほ保

【
新
採
用
】

養
護
教
諭　

瀧
澤　

綾あ
や

子こ

【
胎
内
市
立
黒
川
中
学
校
よ
り
】

事
務
主
幹　

倉
嶋　

み
ゆ
き

【
阿
賀
野
市
立
京
ヶ
瀬
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

計け

ら良　

省し
ょ
う
ご吾

【
村
上
市
立
西
神
納
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

田
中　

健け
ん

太た

郎ろ
う	

【
国
立
新
潟
大
学
付
属
特
別
支
援

	

学
校
よ
り
】

教　

諭　

三
富　

貴た
か
ひ
ろ大

【
新
採
用
】

教　

頭　

内
山　

谷や

す

お
寿
夫

【
燕
市
立
燕
東
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

井
浦　

江え

み美

【
燕
市
立
吉
田
南
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

山
澤　

晴は
る

子こ

【
湯
沢
町
立
湯
沢
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

山
田　

庸よ
う
へ
い平

【
佐
渡
市
立
羽
茂
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

竹
内　

実
み
の
る

【
新
潟
市
立
岡
方
第
二
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

大
山　

聡さ
と

子こ

【
県
立
少
年
自
然
の
家
よ
り
】

校　

長　

近
藤　

幸こ
う
え
い栄

【
新
発
田
市
教
育
委
員
会
】

教　

諭　

南　

雅ま
さ

士し

【
加
茂
市
立
加
茂
小
学
校
】

教　

諭　

小
坂
井　

淑よ
し

子こ

【
五
泉
市
立
橋
田
小
学
校
】

教　

諭　

笠
原　

良よ
し

樹き

【
県
立
少
年
自
然
の
家
】

教　

諭　

山
田　

真ま
さ
ひ
ろ大

【
新
採
用
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

諭　

片
山　

真
美

　
【
新
発
田
市
立
川
東
中
学
校
へ
】

教　

諭　

杉
崎　

勝
彦

　
【
新
発
田
市
立
第
一
中
学
校
へ
】

教　

諭　

加
藤　

正
子

　
【
新
潟
市
立
小
須
戸
中
学
校
へ
】

教　

諭　

山
崎　

真

　
【
三
条
市
立
第
三
中
学
校
へ
】

教　

諭　

宮
嶋　

章
子

　
【
胎
内
市
立
黒
川
中
学
校
へ
】

養
護
教
諭　

遠
山　

初
美

　
【
新
発
田
市
立
佐
々
木
中
学
校
へ
】

事
務
主
幹　

渡
邊　

初
美

　
【
関
川
村
立
関
川
小
学
校
へ
】

教　

諭　

土
田　

知
之

　
【
新
潟
市
立
小
須
戸
中
学
校
へ
】

町
講
師　

坂
井　

真
也

　
【
県
立
高
田
南
城
高
校
へ
】

Ａ
Ｌ
Ｔ　

ジ
ャ
ベ
ン
ス
キ
・
ソ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

　
【
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

諭　

内
田　

良
市

　
【
新
発
田
市
立
東
豊
小
学
校
へ
】

教　

諭　

吉
田　

直
彦

　
【
新
発
田
市
立
猿
橋
小
学
校
へ
】

教　

諭　

加
藤　

友
子

　
【
五
泉
市
立
村
松
小
学
校
へ
】

教　

諭　

本
間　

尚
子

　
【
新
発
田
市
立
猿
橋
小
学
校
へ
】

講　

師　

倉
島　

崇
彰

　
【
佐
渡
市
特
別
支
援
学
校
へ
】

講　

師　

大
島　

史
哲

　
【
五
泉
市
立
五
泉
南
小
学
校
へ
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

頭　

中
野　

隆
一

　
【
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
】

教　

諭　

北
村　

伸
枝

　
【
新
発
田
市
立
藤
塚
小
学
校
へ
】

教　

諭　

佐
藤　

久
美
子

　
【
新
発
田
市
立
東
豊
小
学
校
へ
】

教　

諭　

村
山　

千
晶

　
【
退
職
】

講　

師　

小
野　

あ
す
か

　
【
退
職
】

講　

師　

佐
々
木　

博
文

　
【
横
浜
市
鋼
島
東
小
学
校
へ
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

校　

長　

結
城　

義
則

　
【
県
教
育
庁
中
越
教
育
事
務
所
へ
】

教　

諭　

保
田　

史
子

　
【
退
職
】

教　

諭　

大
石　

康
範

　
【
新
発
田
市
立
紫
雲
寺
小
学
校
へ
】

教　

諭　

手
島　

千
香
子

　
【
上
越
教
育
大
大
学
院
へ
】

教　

諭　

阿
部　

香

　
【
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
】

町
講
師　

松
川　

和
幸

　
【
退
職
】

聖
籠

中
学
校

蓮
野

小
学
校

山
倉

小
学
校

亀
代

小
学
校

先生よろしく
お願いします

　４月 1 日付の定期異動で、町の小・
中学校に転出・転入された教職員の
みなさんをご紹介します。（敬称略）
　転入された教職員のみなさん、町
の子どもたちのためによろしくお願
いします。
転入者の【　】は前任校等、転出者は転出先
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お問い合わせ
　　子ども家庭相談センター（役場３階　子ども教育課内）☎２７−７０８２

小
さ
な
悩
み
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

私
た
ち
が
、子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
す

　

町
で
は
、
お
お
む
ね
18
歳
未
満
の

子
ど
も
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
る
「
子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
セ
ン
タ
ー
長
と
子

ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置

し
、
３
名
体
制
で
小
学
校
区
ご
と
の

地
区
を
担
当
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
の
発
達
が
心
配
…
。

○
最
近
、
子
ど
も
が
学
校
に
行
き
た

が
ら
な
い
…
。

○
家
で
い
つ
も
子
ど
も
と
言
い
合
い

に
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
接
し
た

ら
い
い
か
…
。

○
近
所
か
ら
よ
く
子
ど
も
の
泣
き
声

と
大
人
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

…
。

　

な
お
、
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

ホットラインは、午前９時から午後５時まで受け付けています。
ただし、土・日・祝日および年末年始を除きます。

　電話では相談しにくいという方に、メールによる相談も受け付けています。
　　メールアドレス 　e -kodomo@town. seiro.niigata. jp
　返信は、受信日の翌日以降になります。ただし、土・日・祝日および年末年始を除きます。

亀代小学校区 山倉小学校区 蓮野小学校区
網代浜、次第浜、亀塚、汐美
台

四ツ屋、道賀新田、上大谷内、
真野、丸潟、桃山、山倉、苔沼、
中の橋、本諏訪山、山諏訪山、
本大夫、山大夫、聖中ヶ丘、
本三賀、蓮潟、蓮潟新田、尾
沢ヶ丘、稲の平、ひばりが丘

山三賀、二本松、外畑、蓮野、
杉谷内、正庵、藤寄、大夫興野、
甚兵衛橋、別條、八幡、東山、
旭ヶ丘

関川 清
きよ

美
み

（山倉小学校区担当）
ホットライン：０８０ ︲２１２３ ︲８３７２

南
場 

優ゆ
う
子こ

（
亀
代
小
学
校
区
担
当
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
９
０
︲
４
３
９
３
︲
８
７
７
３

春
木 

邦く
に
子こ

（
蓮
野
小
学
校
区
担
当
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
８
０
︲
９
５
０
４
︲
３
９
３
２
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現
在
、
町
に
は
厚
生
労
働
大
臣
に

よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
24
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を

�

解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
あ

り
、
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
、
子
育
て
家
庭
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
す
る
主

任
児
童
委
員
の
方
も
い
ま
す
。

　

生
活
上
の
問
題
な
ど
“
何
か
に
悩

ん
で
い
る
と
き
”
は
、
ぜ
ひ
お
近
く

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で

個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　民生委員児童委員協議会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　☎２７−６５１１

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す

― 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
（
５
月
12
日
～
18
日
）
―

　

平
成
30
年
度
に
消
防
団
再
編
を

行
い
、
23
班
２
６
５
人
の
新
体
制

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
１
日
（
日
）、

町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
火
災
な
ど
の
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
日
々
訓
練
を
積
み
、
私

た
ち
の
生
活
を
守
る
町
消
防
団
。

今
年
度
は
新
入
団
員
13
名
、
新
班

長
13
名
に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

辞
令
交
付
式
の
後
に
は
、
幹
部
、

広
域
消
防
の
指
導
の
も
と
、
班
長
、

新
入
団
員
を
対
象
に
教
育
訓
練
が

行
な
わ
れ
、
全
消
防
団
員
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

※
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
、
家
庭
で
も
火
災
予
防
を
お

願
い
し
ま
す
。

聖
籠
町
消
防
団　

　
　
　
　
辞
令
交
付
式
を
開
催

お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線２８２）

職　名 氏　名
団　　　長 萩　原　美

み

　好
よし

副 団 長
（教育主幹兼務） 阿　部　孝

こう

　平
へい

副 団 長 高　橋　栄
え わ お

和男
訓 練 部 長 中　村　　　敏

さとし

技 術 部 長 新　保　裕
ゆう

　司
じ

第一分団長
（予防部長兼務） 吉　田　敏

とし

　之
ゆき

第二分団長 臼　井　顕
あき

　之
ゆき

第三分団長 八　幡　将
まさ

　智
とも

第四分団長 宮　下　茂
しげ

　樹
き

第一分団副分団長 肥田野　哲
てつ

　也
や

第二分団副分団長 山　口　貴
たか

　生
お

第三分団副分団長 遠　藤　　　寿
ひさし

第四分団副分団長 細　貝　泰
やす

　成
なり

民生委員・児童委員の皆さん（敬称略）
氏　名 電　話 担当行政区

鈴　木　康
や す

　子
こ 27-2363 四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野

赤　木　厚
あ つ

　子
こ 27-4585 丸潟、桃山

児　玉　康
や す

　夫
お 27-7945 山倉、苔沼

市　川　勝
か つ

　榮
え い 27-8112 本諏訪山、本大夫、中の橋、本三賀

松　木　洋
よ う

　三
ぞ う 27-3554 山諏訪山、山大夫

五十嵐　信
の ぶ

　博
ひ ろ 27-4885 蓮潟

長谷川　早
さ

　苗
な え 27-7793 蓮潟、蓮潟新田

本　間　民
た み

　雄
お 27-1473 ひばりが丘 、尾沢ケ丘、稲の平

圓　山　昌
ま さ

　晴
は る 27-8774 蓮野、甚兵衛橋

中　村　政
ま さ

　雄
お 27-3664 八幡、別條、聖中ケ丘

田　中　由
ゆ み こ

美子 27-4319 二本松

藤　井　清
き よ

　四
し 27-2573 山三賀、東山、正庵、外畑

加　藤　繁
し げ

　夫
お 27-4037 杉谷内、大夫興野

手　嶋　京
きょう

　子
こ 27-4391 藤寄

皆　川　富
と み

　一
い ち 27-5949 旭ｹ丘

石　澤　満
ま り こ

理子 27-3017 網代浜

渡　邊　幸
こ う

　明
め い 27-7722 網代浜

高　﨑　　　清
きよし 27-5034 亀塚

渡　邊　悦
え つ

　子
こ 27-3820 亀塚

田　村　八
や し お

四男 27-3055 次第浜

宮　下　レ　ン 27-3073 次第浜

平　野　政
ま さ

　要
よ う 27-7717 次第浜、汐美台

五十嵐　久
ひ さ

　子
こ 27-4577 全学校区

佐　藤　直
な お

　子
こ 27-5032 全学校区

任期：平成 28年 12月 1日～平成 31年 11月 30日

民生委員制度は、昨年
１００周年を迎えました。
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　平成 10 年４月にオープンして

以来、多くの方々に愛されてきた

「聖籠町観音の湯ざぶーん館（以

下、「ざぶーん館」）」ですが、源

泉井戸の不具合により、たびたび

ご迷惑をおかけし、休館や沸かし

湯対応を行うなどしてきました。

　ざぶーん館は、保養や健康増進、

さらには観光振興や地域活性化の

拠点として核をなす重要な施設で

あり、平成 29 年度でも 15 万人を超える方々が利用しました。

　今後も源泉井戸の不具合は変わらず、揚
よう

湯
とう

が再び不安定になること、また、止まること

も想定されることから、約１億円という高額な経費ではありますが、早急に新たな井戸を

掘削し、安定した温泉の供給が重要であると考え、平成 30 年度当初予算に計上し、議会

に提案しました。

　しかしながら、ざぶーん館の入館者の減少に伴う経営上の理由などにより、温泉掘削関

連の予算を削除された修正予算が可決されました。

　町では、早急に安定した温泉の供給を目指すため、改めて４月６日に議会臨時会を招集

し、ざぶーん館の運営に対する町の考え方や（株）聖籠の杜の経営改善方法などを議会に

説明し、温泉掘削関連の補正予算が可

決されました。

　町民の皆さまに多大なご心配をおか

けしましたが、今後すみやかに契約手

続きを進め、安心してご利用いただけ

る「ざぶーん館」を目指していきます

ので、ご理解をお願いします。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７−６５１１

安定した温泉の供給を目指します

現在の源泉井戸

ざぶーん館（日帰り棟）
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人
権
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査

の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
に
策
定
予
定
の
「
聖
籠
町
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
（
仮
称
）」
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
、
今
年
２
月
に
人
権
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
回
答
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自由意見（一部抜粋）

調査時点：平成 29年 12月末現在
対 象 者：16歳以上の町民の中から 1000人（無作為抽出）　回収率：40.3％

◆人権問題とは普段あまり考えた事はなかった。調査票を見て、とても難しい問題だと感じまし
た。＿＜ 60 歳代／女性＞

◆学校で人権問題を学び、理解するのが一番いいと思います。私も学校の授業や講演会で人権
問題について知りました。私は高校生です。私のような若者よりも、親世代の大人たちの方
が人権問題についてよく理解していないような気がします。固定観念みたいな感じですかね。
＿＜ 10 歳代／女性＞

◆人権問題のほとんどが昔からの考え、年配者の固定観念から起きていることが多いと感じる。
大事にすべき伝統と無くさなければならない伝統の区別をつけるべき。また、時代に合わせた
柔軟性は年配者ならびに社会的立場が上の人から高めるべきだと思う。＿＜ 20 歳代／女性＞

●あなたは、今までに、自分の人権が侵
　害されたと思ったことがありますか。

●どのようなことで人権が侵害されたと思いましたか。（複数回答）

↑７割を超える方が関心を持たれています。

●あなたは、どの人権問題に関心がありますか。（複数回答）

●あなたは、人権や差別の問題に関心
　がありますか。

60%

40%

20%

0%

49.6

30.4 29.6
24.3 21.7

15.7 13.9 12.2
7.8 7.8 5.2 5.2 2.6 1.7 1.7 2.6

60%

40%

20%

0%

52.0 48.0
42.5

37.5 37.3
31.2

19.2 18.1
13.6 11.3 10.8 10.8 10.5 10.2 9.4 9.2 7.6

1.6
7.3 3.7 3.7

無
回
答

答
え
た
く
な
い

性
別
や
国
籍
、人
種
、民
族
な
ど

の
差
別
的
扱
い
を
受
け
た

結
婚
差
別
を
受
け
た

そ
の
他
の
人
権
侵
害
を
受
け
た

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト（
性
的
い
や
が
ら
せ
）を
受
け

た就
職
差
別
を
受
け
た

悪
臭
・
騒
音
等
の
公
害
被
害
を

受
け
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た

な
ん
と
な
く
感
じ
た

夫
や
恋
人
な
ど
親
し
い
関
係
に
あ
る
男
性
、あ

る
い
は
女
性
か
ら
の
暴
言
や
な
ぐ
る
、
け
る
、

行
動
を
監
視
す
る
な
ど
の
暴
力
を
受
け
た

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
職
場

内
で
の
地
位
や
権
限
を
利
用
し

た
い
じ
め
）
を
受
け
た

名
誉
や
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た

り
、
屈
辱
を
受
け
た
り
し
た

仲
間
は
ず
れ
や
い
や
が
ら
せ
を

受
け
た

職
場
で
不
当
な
待
遇
を
受
け
た

う
わ
さ
、悪
口
、か
げ
口
を
言
わ

れ
た

無
回
答

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

そ
の
他

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
人
権

侵
害

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
と

そ
の
家
族
に
対
す
る
人
権
侵
害

新
潟
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
人
権
侵
害

外
国
籍
住
民
等
に
対
す
る
人
権

侵
害

ホ
ー
ム
レ
ス（
路
上
生
活
）状
態

に
あ
る
人
に
対
す
る
人
権
侵
害

エ
イ
ズ
患
者
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）感
染
者
に
対
す
る
人
権
侵
害

同
和
地
区（
被
差
別
部
落
）出
身

者
に
対
す
る
人
権
侵
害

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
人
権
侵
害

同
性
愛
者
や
性
同
一
性
障
害
者

な
ど
に
対
す
る
人
権
侵
害

拉
致
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
人
権
侵
害

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
人
権
侵
害

東
日
本
大
震
災
で
避
難
し
て
き

た
人
に
対
す
る
人
権
侵
害

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権

侵
害

高
齢
者
に
対
す
る
人
権
侵
害

女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
人

権
侵
害

子
ど
も
に
対
す
る
人
権
侵
害

全体（n=115）

全体（n=381） 全体（n=381）

全体（n=381）

関心がある
41.2%

ある
30.2%

ない
48.3%

少し関心がある
36.7%

あまり
関心がない
16.5%

関心がない
2.6%

わからない
2.4%

わからない
19.4%

無回答
0.5%

無回答
2.1%
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お問い合わせ　役場町民課　町民サービス係（内線１１１）

自由意見（一部抜粋）
◆幼稚園、小学校低学年の時から「いじめをなくそう」「命を大事に」など啓発や教育が必要であると思う。

＿＜ 60 歳代／男性＞
◆子ども時代の環境や教育が大事ではないでしょうか？「人を思いやる気持ち」があれば人権問題の大半は解消できる

と思います。＿＜ 40 歳代／男性＞
◆近年、インターネット上（ＳＮＳなど）での相手の人権を無視したような悪意のある書き込みが問題になることが多

いように感じます。顔が見えないため攻撃的になるように思います。最近は小学生からパソコンやスマートフォンを
扱っているので、学校教育でインターネット上のモラルをしっかり教えてほしいです。＿＜ 40 歳代／女性＞

●町は今後、人権に関してどのような取り組みが必要と思いますか。（複数回答）

●子どもの人権について、あなたが、特に問題があると思うことはどのようなことですか。（複数回答）

●あなたは、子どものいじめ問題についてどのよう
　に思いますか。

全体（n=381）

いじめる人が悪い
が、いじめられる人
にも問題がある
場合がある
44.9%

どのような
理由があろうと、
いじめる人が
悪い
45.7%

いじめる人がわるい
が、いじめられる
人も悪い
2.6%

いじめられる人
が悪い
0.3%

わからない
2.4%

その他
1.3%

無回答
2.9%

80%

60%

40%

20%

0%

60.9

子
ど
も
同
士
で
、
仲
間
は
ず
れ
や

無
視
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書

き
込
み
、
身
体
へ
の
直
接
的
な
攻

撃
や
相
手
の
嫌
が
る
こ
と
を
し
た

り
、さ
せ
た
り
す
る
い
じ
め
を
す
る

59.6

保
護
者
な
ど
が
、
子
ど
も
に
対
し

て
無
関
心
や
放
置
、
育
児
放
棄
な

ど
の
虐
待
を
す
る

51.4

保
護
者
な
ど
が
、子
ど
も
に
対
し
て
、

し
つ
け
の
つ
も
り
で
体
罰
を
し
た
り
、

言
葉
の
暴
力
を
行
っ
た
り
す
る

47.8

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
や
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
人
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る

39.1

経
済
的
理
由
で
、
満
足
な
教
育
を

受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
が
い
る

37.5

教
師
や
指
導
者
等
が
、
体
罰
を
行

っ
た
り
不
快
な
言
動
を
行
っ
た
り

す
る

30.4

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ポ
ル
ノ
、
暴

力
、性
な
ど
の
、子
ど
も
に
と
っ
て

有
害
な
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
る

28.6

大
人
が
、進
学
や
就
職
等
の
選
択
で
、

子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
せ
ず
、大
人

の
考
え
を
押
し
付
け
た
り
す
る

27.3

性
的
犯
罪
の
被
害
者
に
な
る

1.3
そ
の
他

2.6
特
に
な
い

5.5

わ
か
ら
な
い

3.7

無
回
答

全体（n=381）

50%

40%

30%

20%

10%

0%

40.2

学
校
で
の
人
権
教
育
、
同
和
教
育

の
充
実
を
図
る

24.4

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

の
充
実
を
図
る

24.4

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
機
関
や

施
設
の
充
実
を
図
る

21.0

地
域
で
の
人
権
教
育
、
同
和
教
育

の
充
実
を
図
る

17.1

人
権
侵
害
に
対
す
る
救
済
策
を
強

化
す
る

16.8

人
権
に
関
す
る
総
合
窓
口
を
設
け

る

16.5

人
権
に
関
わ
り
の
深
い
公
的
機
関

の
従
事
者
の
人
権
意
識
の
向
上
を

図
る

11.0

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
社
会
環
境
づ
く
り
の
充
実
を

図
る

10.5

審
議
会
な
ど
に
お
い
て
、
女
性
や

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
委
員
を

増
や
す

9.2

差
別
、
人
権
侵
害
の
禁
止
に
つ
い

て
更
に
周
知
す
る

8.7

企
業
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上

を
図
る

6.8

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
の
充
実
を

図
る

6.6

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
団
体
と
行
政

と
の
連
携
や
協
働
を
図
る

1.0
そ
の
他

2.4

特
に
な
い

12.3

わ
か
ら
な
い

3.9

無
回
答

全体（n=381）
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国民健康保険税の納付回数が変わります
　国民健康保険税の納付は、５月から翌年２月の年 10 回の納付でしたが、平成 30 年度からは７月

から翌年３月の年９回の納付に変更となります。

　これにより、今まで１期から２期分、３期から 10 期分の２回保険税額を決定していましたが、今

後は１回になるため、年間の保険税額が分かりやすくなります。

　なお、１回当たりの保険税納付額は増えますが、年間での保険税額は変わりません。

　また、年金から天引き（特別徴収）を行っている方は、これまでと変わりません。

平成 29 年度まで（年 10 回納期）

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納期 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

暫定賦課
（仮算定） 確定賦課額から暫定賦課分を差し引いた金額（本算定）

平成 30 年度から（年９回納期）

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納期 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

確定賦課額（本算定）

※　暫定賦課とは、前年中の所得が確定していない５月に、前々年中の所得（前年度の保険税額）を

基に仮の年間保険税額を算定する賦課方法です。

お問い合わせ　役場町民課　保険係（内線１１７）

国民健康保険からのお知らせ
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消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

91
5月

ストップ！

　ザ・悪徳商法

３月相談受付状況
月 件数 主な相談内容
3月 9件 アンケート依頼、光回線

多重債務、TV受信障害
労働問題、TV放送受信料
架空請求ハガキ（2）
架空請求メール

相続税対策のつもりが元本割れ！
銀行窓口での保険契約

H27 H28 H29
4 月 8 3 8
5 月 3 5 3
6 月 9 6 6
7 月 5 8 3
8 月 5 10 9
9 月 8 6 10

10 月 4 11 19
11 月 6 3 8
12 月 4 3 10
1 月 4 2 8
2 月 3 4 10
3 月 7 9 9
合計 66 70 103

消費生活相談受付件数

・相談件数は、１０３件でした。
・10月ころから「法務省管轄支局…」

などと公の機関を思わせるような
「架空請求のハガキが届いた」と
言う相談が 27 件、携帯のメール
を使った架空請求の相談が 13 件
ありました。

・９月から11月ころには、「保険料の還
付がある」「保険料が未納である」
などと役場の職員をかたった不審
な電話の相談が 8 件ありました。

・ネット通販に関する相談は 5 件あ
りました。相談内容は、「料金を払
ったが商品が届かず相手とも連絡
がつかない」「携帯の広告を見て、
お試し 1 回のつもりで注文したが
4 回の購入が条件で 2 回目以降、
高額料金を請求された」「注文し
た商品が届かず、問い合わせても
対応が悪い」「身に覚えのない商
品の請求書が届いた」などです。

平成２９年度の相談傾向

●銀行でも保険商品を販売していますが、貯金とは異なり、満期時や中途解約時に元本割れとなる場合が
あります。また、外貨建て保険では為替変動リスクが生じたり、日本円と交換する際に手数料が必要と
なったりすることがあります。契約内容がよくわからなければ契約をしないようにしましょう。契約直
後であれば、クーリング・オフができることがあります。 （独）国民生活センター見守り新鮮情報より

ひとこと

【事例】
　定期貯金が満期になり、銀行に行ったところ、窓口で「相続
税対策になる。○○生命という会社を知っているか」と言われ
た。社名は知らなかったが、相続対策になるならと思い、よく
理解できないまま、1000 万円と 500 万円の契約をし、支払
った。銀行が保険を勧誘するとは思っておらず、元本保証の定
期積立のつもりだった。先日、運用状況の通知が届き、外貨建
ての 15年満期の保険だと知った。80歳代の私には長期保険
契約は必要ないし、元本も減っていた。契約の際には元本割れ
のリスクの説明は受けていない。（80歳代　女性）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
副
町
長
に

　

西
脇 

道
夫 

氏
が
再
任

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
４
年
に
わ
た

り
副
町
長
を
務
め
ら
れ
た
西
脇
道
夫

氏
が
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会

定
例
会
で
議
会
の
同
意
を
得
て
、
４

月
１
日
、
副
町
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

■
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に

　

近
藤 
朗あ
き
ら 

氏
を
任
命

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
っ
た
前
教
育
長
、
伊
藤

順
治
氏
の
後
任
に
、
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
同
意
を
得
て
近
藤
朗
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
氏
は
平
成
14
年
度
か
ら
16
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
本
町
教
育
委
員

会
の
指
導
主
事
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

そ
の
後
新
潟
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

長
や
県
内
の
各
小
学
校
の
校
長
を
歴

任
さ
れ
、
昨
年
度
末
新
潟
市
立
新
潟

小
学
校
の
校
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
の
現
場
や
教
育
行
政
に

深
い
見
識
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
町

の
教
育
行
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
に
つ
い
て
は
３
年
で

す
。町

民

課

２
月
27
日
（
火
）

■
平
成
29
年
度
第
４
回
聖
籠
町

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
執
行
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者

や
町
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
適

切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
調
査
や
審

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
29
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
（
案
）
概
要
に

つ
い
て

・
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

費
納
付
金
の
本
算
定
結
果
に
つ
い

て
・
第
３
期
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に
つ
い

て
・
国
保
関
係
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

■
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

人
が
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
を
「
人
権
」
と
い

い
ま
す
が
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
国
（
法
務
大
臣
）

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
の
こ
と
を
「
人

権
擁
護
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

去
る
、
町
議
会
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
佐
久
間
千ち

都づ

さ
ん
と
高
橋
た

か
子
さ
ん
の
お
二
人
を
、
人
権
擁
護

委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
平
成
30
年
４
月
１

日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を

受
け
、
佐
久
間
さ
ん
は
２
期
目
、
高

橋
さ
ん
は
１
期
目
（
任
期
３
年
）
の

委
員
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
に
は
現
在
４
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

保
健
福
祉
課

３
月
２
日
（
金
）

■
平
成
29
年
度
第
４
回
聖
籠
町
障
が

い
者
計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
お
よ
び
自
立
支
援
協
議

会
開
催

　
・
聖
籠
町
障
が
い
者
計
画
・
第
５
期

障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い
児
福

祉
計
画
（
終
案
）
に
つ
い
て

　

以
上
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
が
さ

れ
ま
し
た
。

佐久間千都さん高橋たか子さん
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生
活
環
境
課

３
月
22
日
（
木
）

■
聖
籠
町
環
境
審
議
会
開
催

　

町
の
環
境
行
政
の
基
本
と
し
て
10

年
間
を
計
画
年
度
と
し
て
策
定
さ
れ

て
い
る
聖
籠
町
環
境
基
本
計
画
の
中

間
年
度
見
直
し
の
た
め
、
環
境
審
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
平

成
25
年
３
月
に
全
面
改
定
を
行
い
、

平
成
29
年
度
は
そ
の
中
間
年
度
に
あ

た
る
た
め
、
役
場
生
活
環
境
課
を
は

じ
め
関
係
部
署
で
現
在
の
内
容
に
あ

わ
せ
見
直
し
を
行
い
、
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
そ
の
素
案
を

も
と
に
幅
広
い
見
地
か
ら
意
見
・
質

問
が
発
言
さ
れ
、
活
発
な
討
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

３
月
27
日
（
火
）

■
第
３
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

 

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
青
少
年
育
成
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

・
聖
籠
町
学
校
支
援
地
域
本
部
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ

い
て

・
聖
籠
町
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運

営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

・
平
成
30
年
度
聖
籠
町
立
こ
ど
も
園

（
幼
稚
園
）
の
学
級
数
お
よ
び
職

員
数
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
育
英
資
金
貸
与
者
の

選
考
に
つ
い
て

　

以
上
８
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

■
町
教
育
委
員
に

　

深
井 

一か
ず
し
げ成 

氏
を
任
命

　

前
町
教
育
委
員
の
根
津
慶
幸
氏
の

辞
職
に
と
も
な
い
、
後
任
に
深
井
一

成
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
井
氏
は
次
第
浜
在
住
で
永
泉
寺

の
住
職
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
傍
ら
、

長
年
に
わ
た
り
地
元
の
児
童
生
徒
を

対
象
に
書
道
教
室
を
開
催
し
、
地
域

の
文
化
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

任
期
は
前
委
員
の
残
任
期
間
の
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
現
在
の
委
員
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会

３
月
26
日
（
月
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

 

第
25
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
２
件

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
３
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
54
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
件

　

以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

町教育委員会委員名簿
職　名 氏　名 学　区 備　考

教育長 近藤　　朗 ―
委　員 稲田　健一 蓮野学区 教育長職務代理者
委　員 佐久間千都 山倉学区
委　員 髙崎美由貴 亀代学区
委　員 深井　一成 亀代学区

　
お 

詫 

び

　

広
報
せ
い
ろ
う
平
成
30
年

４
月
号
の
表
紙
下
段
に
掲
載

し
た
「
平
成
30
年
２
月
末
現

在
の
人
口
の
動
き
」
の
中
で

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

○
世
帯
数

　
【
正
】
４
５
８
５
世
帯

　
【
誤
】
４
４
８
５
世
帯

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
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5 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　8日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　役場1階　消費生活相談室
◆人権特設相談所
　10日（木）午後1時～3時
　 役場町民課（内線111）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　16日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　24日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　21日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　24日（木）午後１時～
○乳児健診
　25日（金）午後１時～
○２歳６か月児歯科健診
　28日（月）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　29日（火）午後1時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

5
月

1
日	

聖
籠
福
祉
会
は
す
が
た
園
開
所

式

8
日	

新
発
田
地
域
農
業
振
興
協
議
会

総
会

10
日	

新
潟
東
港
聖
籠
地
区
立
地
企
業

連
絡
協
議
会
総
会

14
日	

新
潟
県
防
犯
協
会
理
事
会

15
日	

新
潟
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事

会

18
日	

聖
籠
町
商
工
会
通
常
総
会

22
日	

全
国
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
所
在

市
町
村
連
絡
協
議
会
総
会

23
〜
24
日		

日
本
港
湾
協
会
定
時
総
会

所得証明書が必要な方へ

特定計量器の定期検査を行います

　平成 30 年度（平成 29 年分）の所得証明書（課税証明書）が発行でき
る時期は以下のとおりです。それ以前にお越しいただいても発行できま
せんのでご注意ください。
○給与から住民税が天引きされている方（サラリーマンなど）
　５月 15 日（火）以降
○それ以外の方
　６月 15 日（金）以降
※どちらに該当するか不明な方は税務財政課までお問い合わせください。
■必要なもの

・本人および同居の家族が請求する場合・・・身分証明書（運転免許証、
健康保険証など）

・上記以外の場合・・・身分証明書および委任状
■発行手数料　１件につき２００円

役場税務財政課　税務係（内線１４３）

　計量法により、取引または証明に使用するはかりや分銅、おもりは、
２年に１回行われる定期検査を受けなければ、取引や証明に使用するこ
とができません。
　平成 30 年度の定期検査を次のとおり行いますので、営業用の計量器
をお持ちの方は、必ず検査を受けてください。

５月 24 日（木）、25 日（金）
受付時間　午前 10 時～ 11 時 30 分、午後１時～３時
町倉庫（役場隣）

■対象となる主な計量器
・商店などで商品の計り売りに使用するもの
・農業・漁業などに従事する者が、農産物・水産物などの計り売りの

ために使用するもの
・運送業者などが貨物運賃の算出などに使用するもの
・工場・事業所などの原材料の購入、製品の販売・出荷のために使用

するもの
役場産業観光課（内線１２３）



15　H30.5 広報聖籠

3 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

光
みつ

希
き

	ちゃん	 （大島　智史）	 山諏訪山

瑚
こ

晴
はる

	ちゃん	 （石田　　到）	 蓮　潟

千
ち

尋
ひろ

	ちゃん	 （戸嶋　辰弥）	 山諏訪山

やえ	ちゃん	 （鈴木　宏行）	 網代浜

康
こう

太
た

	ちゃん	 （熊倉　　啓）	 別　條

芽
めい

奈
な

	ちゃん	 （相良　俊彦）	 苔　沼

唯
ゆ の

乃	ちゃん	 （吉田　　健）	 山諏訪山

桜
る う あ

羽愛	ちゃん	（斉藤　飛翔）	 ひばりが丘

玄
げん

乃
の

輔
すけ

	ちゃん	（遠藤　　渉）	 藤　寄

心
こ こ

瑚	ちゃん	 （長沢　　毅）	 藤　寄

幸
こう

太
た

朗
ろう

	ちゃん	（高橋　英司）	 次第浜

 氏　名 年齢 行政区

二　宮　榮
えい

　一
いち

	さん	（90 歳）	 道賀新田

青　木　一
かず

　雄
お

	さん	（77 歳）	 藤　寄

佐　藤　一
いち

　郎
ろう

	さん	（73 歳）	 藤　寄

松　井　イワノ	さん	（92 歳）	 亀　塚

宮　沢　ナツエ	さん	（83 歳）	 真　野

高　橋　三
み ち お

千穂	さん	（71 歳）	 次第浜

宮　下　フクノ	さん	（88 歳）	 次第浜

渡　辺　　　孝
たかし

	さん	（95 歳）	 次第浜

宮　下　キヨミ	さん	（93 歳）	 次第浜

石　井　タツミ	さん	（90 歳）	 藤　寄

（渡　辺）　　亮
りょう

	さん

　池　田　直
なお

　美
み

	さん ｝甚兵衛橋

　曽　根　利
とし

　之
ゆき

	さん

（本　間）さやか	さん ｝山諏訪山

　河　合　亮
りょう

　太
た

	さん

（川　尻）佳
か

　奈
な

	さん ｝網代浜

入 札 結 果 　　入札日　3月27日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 蓮潟二ツ山龍門線外２路
線消雪パイプ設置工事 聖籠町大字蓮潟地内 18,036,000 曽根建㈱ 8月31日 指名競争

入札

ごみの野焼きは禁止されています

船上釣り体験・聖籠海岸ビーチ
レクリエーション参加者募集

− 海のにぎわい館 −

　町には、近隣での野焼き行為により「煙や悪臭で困っている」、
「洗濯物が干せない」などの苦情がたびたび寄せられています。
　野焼き行為は廃棄物処理法により原則として禁止されている犯
罪行為であり、罰則の対象としています。
　ごみはルールを守って処理してください。
　また、例外として認められている場合であっても、周辺の迷惑
とならないよう十分配慮してください。

禁止の例外（迷惑行為にならないよう注意）
・どんと焼き、さいの神などの地域の行事として必要な焼却
・農業を行うためにやむを得ず行う焼却
　（くん炭など。ビニールなどの焼却は禁止）
・たき火、キャンプファイヤーなど軽微な焼却
　（ドラム缶使用禁止）

生活環境課　（内線２８１）

聖籠海岸ビーチレクリエーション
５月 20 日（日）　 聖籠海岸

■定　員　30 人
小学生以上（※ 小学生は成人の引率が必要） 

■参加費　大人　一般１５００円　　小学生　一般１０００円
　　　　　　　　会員１０５０円　　　　　　会員　７００円
 （保険料含む）五目船釣り体験

５月 27 日（日）（予備日　６月３日）　 新潟東港沖合
■定　員　16 人
■参加費　大人　一般７０００円　　小学生　一般６０００円
　　　　　　　　会員４９００円　　　　　　会員４２００円
 （保険料含む）
■申込期間　両イベントとも５月８日（火）から 18 日（金）まで

（多数の場合は抽選）
※詳細は、ホームページ（http://www.seiro -nigiwaikan.ne. jp/）

に掲載します。確認のうえ、お申し込みください。

海のにぎわい館　☎２７－１１０３ 海のにぎわい館 検索
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　  さあ、健診に行こう！
向き合おう　自分のからだが教えてくれる　年に一度の健康診断

（健康せいろう21　緑丸の健康10か条）

　５月から、春の健診がはじまります。申し込み済みの方には、４月中旬までにご案内を郵送しました。
新たに申し込みを希望される方は、保健福祉課にご連絡ください。

◆日時・会場

日　時 会　場 受付時間

５
　
月

　８日（火） 蓮潟公会堂

午前 8 時 ～ 10 時 30 分

胸部レントゲンのみ受診の方は（ 午前９時 30 分 ～ 10 時 30 分 ）

　９日（水） 網代浜会館
10 日（木） 次第浜公民館
11 日（金） 亀塚公会堂
14 日（月） 藤寄公会堂
15 日（火） 二本松公会堂
16 日（水）
17 日（木） 町保健福祉センター
18 日（金）

◆検査項目と料金
健診項目と内容 料金

特
定
健
診

問診・身体計測・血圧測定・尿検査
血液検査・心電図・眼底検査・その他

20～ 39歳の方　　１０００円

40～ 74歳の方　　
　加入する保険者によって違います。

75 歳以上の方　　無料

が
ん
検
診

肺がん検診
（４０歳以上対象）

胸部レントゲン検査
喀痰検査

レントゲン無料
喀痰検査４００円

※70歳以上の方・
身体障害・療育・
精神保健福祉手帳
をお持ちの方、生
活保護世帯の方は
無料です。

胃がん検診
（おおむね４０歳以上対象） バリウム検査 ５００円

大腸がん検診
（おおむね４０歳以上対象） 便潜血反応検査 ５００円

前立腺がん検診
（５０歳以上対象） 血清ＰＳＡ検査 ２４０１円

～～
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知っていますか？
健診結果は、毎日の生活習慣の通知表です

【聖籠町国民健康保険特
定健診の問診票より】
・喫煙習慣がある男性

は、県平均より高く県
内 30 市町村中 2 番目
に高い。（グラフ①）

・喫煙習慣がある女性も
県平均より高く、県内
で 7 番目に高い。（グ
ラフ②）

・男女合計では、聖籠町
は県内 3 番目に高い
状況です。

　喫煙は「肺がん」や高血圧、糖尿病、心筋梗塞などの生活習慣病の発症リスクを高めます。
　また喫煙者だけでなく、周囲の人にも大きな影響を与えます。この機会に健診を受け、生活習慣を見直し
ましょう。

40歳～74歳で特定健診を申し込む方は、
保険証をご確認ください

がん検診は・・・
加入保険に関係なくどなたでも受診できます。
自分のため、家族のためにがん検診を受診しましょう！
特に４０歳以上の方はぜひ受診してください。

１ 聖籠町国民健康保険 
町の特定健診を受けることができます。

２ 社会保険加入者本人（被用者）
町の特定健診を受けることができません。勤務先が実施する健診を受けることになっています。

３ 社会保険加入者の家族（被扶養者）
「特定健診受診券」をお持ちであれば受診できますが、保険者（保険証を発行する機関）
が町に健診を委託していない場合は、受診券があっても受診出来ません。加入している
保険者に、事前に確認してください。受診券は保険者から郵送されます。

お申し込み・お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係　☎２７−６５１１

① 喫煙習慣のある男性の割合（％）

② 喫煙習慣のある女性の割合（％）
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お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師
 ☎２７−６５１１

　学校などの給食の安全性を確認
し、給食に対する保護者などの不安
を軽減することを目的に、平成 24
年度より実施してきた町の給食食材
の放射性物質検査は平成 30 年３月
に実施した検査をもちまして終了し
ました。これまで放射性物質が検出
された例は一度もなく、国や県の検
査情報の収集により安全性は確保で
きると判断しました。
　今後も、国や県の検査結果を確認
しながら、放射性物質が検出された
場合は同じ産地の食材は給食に使用
しない措置を講じることとし、安全
な給食の提供に努めてまいります。

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果
放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７
3月
1日 大根 神奈川

県
検出
せず

検出
せず

検出
せず

3月
8日 人参 茨城県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

3月
15日 ごぼう 青森県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

3月
22日 もやし 福島県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※ 単位：Bq（ベクレル／㎏）
※この検査の検出限界値は、２０Bq ／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異
なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器
で検出できる最小値（最小限度）のことをい
い、この値は測定環境（自然界に存在する大
気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、
検査対象品目によって異なります。

子ども教育課　学校支援係
　（内線３０５）

学校給食食材の
放射性物質測定
終了のお知らせ　町では、赤ちゃんから高齢者まで全ての年代の「健康づくり」

のために、家庭訪問に力を入れています。育児のこと、こころや
身体についてご心配があるときはもちろん、家族のこと、ご近所
のこと、何でもお声をかけてください。
　今年度、保健師の担当行政区は下記のとおりです。よろしくお
願いします。

保健師名 担当行政区

渡　辺　郁　子 次第浜・汐美台

水戸部　可　奈 苔沼・杉谷内・八幡・藤寄・大夫興野・ひ
ばりが丘

阿　部　洋　子 四ッ屋・道賀新田・上大谷内・中の橋・本
諏訪山・本大夫・本三賀・山三賀・亀塚

井　上　祥　子 真野・山倉・聖中ヶ丘・二本松・尾沢ヶ丘・
稲の平・別條・東山

山　岸　ちひろ 丸潟・桃山・蓮野・甚兵衛橋・網代浜・東
港

吉　田　友　美 山諏訪山・蓮潟・蓮潟新田・山大夫・外畑・
正庵・旭ヶ丘

保健師です、よろしくお願いします！

はじめまして！
４月から町の保健師になり
ました吉田友

とも

美
み

です。
よろしくお願いします。

　柏崎市出身で、新潟県内
の大学をこの春卒業しまし
た。高校生の頃から地域に
住む方々の健康を支えてい
く保健師という職業に興味
があり、看護の道に進みま
した。
　聖籠町では家庭訪問が多
く、町民の皆さんと直接関
われることに魅力を感じて
おり、聖籠町に保健師とし
て就職できたことをとても
嬉しく思っています。
　社会人としても保健師と
しても１年目ですが、１日
でも早く顔と名前を覚えて
いただけるよう、町民の皆
さんとたくさん関わり、健
康づくりをサポートさせて
いただきたいと思います。
よろしくお願いします。
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　平成30年度の子どもの乳幼児健診、妊婦さんや赤ち
ゃんの学級の日程が決まりましたのでお知らせします。

　お子さんの誕生日、妊婦さんの出産予定日ごとに、
対象の健診・学級が異なりますのでご確認ください。

＜ 乳幼児健診・歯科検診 ＞

＜ 育児学級 ＞

平成３０年度 乳幼児健診・学級日程をお知らせします

お子さんの該当する
健診はいつですか？

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師　☎ 27−6511

健診名 対象児 日程

乳児健診

H29.10月・H30.1月生まれ 5/25(金)
H29.11月・H30.2月生まれ 6/29(金)
H29.12月・H30.3月生まれ 7/27(金)
H30.1・4月生まれ 8/24(金)
H30.2・5月生まれ 9/28(金)
H30.3・6月生まれ 10/26(金)
H30.4・7月生まれ 11/30(金)
H30.5・8月生まれ 12/21(金)
H30.6・9月生まれ H31/1/25(金)
H30.7・10月生まれ H31/2/22(金)
H30.8・11月生まれ H31/3/22(金)

1歳2ヵ月児
歯科健診

H29.3・4月生まれ 6/18(月)
H29.5・6月生まれ 8/6(月)
H29.7・8月生まれ 10/29(月)
H29.9・10月生まれ 12/17(月)
H29.11・12月生まれ H31/2/12(火)

1歳6ヵ月児
健診

H28.11・12月生まれ 6/28(木)
H29.1・2月生まれ 8/23(木)
H29.3・4月生まれ 10/25(木)
H29.5・6月生まれ 12/20(木)
H29.7・8月生まれ H31/2/21(木)

学級 対象 日程

育児学級
H29.12月・H30.1月生まれ 5/29(火)
H30.2月・3月生まれ 7/10(火)
H30.4月・5月生まれ 9/18(火)

※対象の方には事前に通知をします。また、広報せいろう・町ホームページにも掲載します。
　急きょ、日程が変更になる場合がありますので、通知内容をよくご確認ください。

・生後４～５か月児が対象

健診名 対象児 日程

2歳児親子
歯科健診

H28.4・5月生まれ 5/21(月)
H28.6・7月生まれ 7/17(火)
H28.8・9月生まれ 9/10(月)
H28.10・11月生まれ 11/12(月)
H28.12・H29.1月生まれ H31/1/28(月)
H29.2・3月生まれ H31/3/4(月)

2歳6ヵ月児
歯科健診

H27.10・11月生まれ 5/28(月)
H27.12・H28.1月生まれ 7/23(月)
H28.2・3月生まれ 9/25(火)
H28.4・5月生まれ 11/19(月)
H28.6・7月生まれ H31/1/29(火)
H28.8・9月生まれ H31/3/11(月)

3歳児健診

H27.4・5月生まれ 5/24(木)
H27.6・7月生まれ 7/26(木)
H27.8・9月生まれ 9/27(木)
H27.10・11月生まれ 11/29(木)
H27.12・H28.1月生まれ H31/1/24(木)
H28.2・3月生まれ H31/3/14(木)

3歳6ヵ月児
歯科健診

H26.10・11月生まれ 6/25(月)
H26.12月・H27.1月生まれ 8/7(火)
H27.2・3月生まれ 10/30(火)
H27.4・5月生まれ 12/10(月)
H27.6・7月生まれ H31/2/18(月)

学級 対象 日程

育児学級
H30.6月・7月生まれ 11/27(火)
H30.8月・9月生まれ H31/1/15(火)
H30.10月・11月生まれ H31/3/12(火)
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お申し込み・お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線２３５）

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税などを完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第１回　６月１日（金）～ ８日（金）
第２回　８月17日（金）～ 24日（金）
第３回　11月15日（木）～ 22日（木）

毎年4 月から12 月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の提
出が可能な場合は、この限
りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

●申請者負担額
　無料

●町補助額
耐震設計に係る費用の1/2
以内（上限 10 万円）

●町補助額
耐震改修に係る経費のう
ち上限 65 万円

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次および建物の延べ床面

積が判断できる書類の写し
　（登記簿謄本、建築確認済証・

検査済証、課税証明書など）
③申請者の町税の納税証明書（前

年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐

震診断の成果品です。）
③耐震設計に要する費用の

見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写し（耐

震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の

見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間にたと
えると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！
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平
成
30
年
度
酒
類
販
売
管

理
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
酒
販
店
な
ど
の
お
酒
を
販
売

し
て
い
る
場
所
で
は
、
未
成
年
者
飲

酒
防
止
の
た
め
の
表
示
を
行
う
こ
と

な
ど
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
買
い
物

な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
、
お
酒
の

陳
列
場
所
の
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の

た
め
の
表
示
状
況
や
お
酒
の
販
売
価

格
な
ど
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
「
酒
類
販
売
管
理
協

力
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

新
発
田
税
務
署

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
６
１

聖
籠
町
住
宅
建
設
資
金

貸
付
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
民
の
持
家
促
進
と
住

宅
建
設
関
連
業
界
の
振
興
を
図
る
た

め
、
住
宅
建
設
資
金
を
貸
し
付
け
、

借
入
利
子
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま

す
。

■
貸
付
対
象　
町
内
に
自
ら
居
住
す

る
住
宅
を
新
築
・
増
築
ま
た
は
改

築
を
す
る
方
で
、
町
税
を
完
納
し

て
い
る
方
（
事
前
着
工
は
認
め
ま

せ
ん
。）

■
貸
付
金
額　
１
０
０
万
円
～

５
０
０
万
円
（
10
万
円
単
位
）

■
貸
付
期
間　
20
年
以
内

■
貸
付
利
率　
次
の
と
お
り

■
償
還
方
法　
元
利
均
等
ま
た
は
元

金
均
等
の
月
賦
償
還

■
保
証
人
お
よ
び
担
保　
金
融
機
関

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

■
取
扱
金
融
機
関
（
申
し
込
み
先
）

　

第
四
銀
行
東
港
支
店

　

北
越
銀
行
東
港
支
店

　

新
潟
縣
信
用
組
合
聖
籠
支
店

　

大
光
銀
行
新
発
田
西
支
店

　

き
ら
や
か
銀
行
新
発
田
支
店

　

き
ら
や
か
銀
行
新
発
田
西
支
店

　

北
越
後
農
業
協
同
組
合
聖
籠
支
店

　

新
発
田
信
用
金
庫
本
店

役
場
産
業
観
光
課
（
内
線
１
２
６
）

新
発
田
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

新
潟
県
立
新
発
田
病
院
で
は
初
診

時
の
追
加
負
担
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
紹
介
状
の
な
い

初
診
患
者
さ
ん
は
、
診
療
費
の
他
に

５
４
０
０
円（
歯
科
は
３
２
４
０
円
）

の
追
加
負
担
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

重
症
者
の
治
療
専
念
・
外
来
待
ち

時
間
の
短
縮
を
目
的
と
し
た
厚
生
労

働
省
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
潟
県
立
新
発
田
病
院

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
２
１

　

町
で
は
、「
聖
籠
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
の
状
況
や
需
要
に
応
じ

た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
を
計

画
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成
32
年
度

か
ら
５
年
間
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
子
育
て
支
援
な

ど
に
関
す
る
幅
広
い
意
見
を
伺
い
、

本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
会
議

の
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
く

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
）

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
心

が
あ
り
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
方

・
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
募
集
方
法
お
よ
び
応
募
先

　

官
製
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
生

年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、

応
募
の
動
機
を
記
入
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

〒
９
５
７
︲
０
１
９
２

聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
１
６
３
５
番

地
4

聖
籠
町
教
育
委
員
会

 

子
ど
も
教
育
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

e-kodom
o@

tow
n.seiro.

niigata.jp

■
応
募
期
間　

５
月
１
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

■
任
期
（
予
定
）

平
成
30
年
６
月
１
日

 

～
平
成
32
年
５
月
31
日

 

（
２
年
間
）

■
会
議
開
催
予
定　
年
２
回
程
度

■
選
考
結
果
の
通
知
な
ど

・
選
考
結
果
は
応
募
者
本
人
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

・
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は

保
護
・
管
理
に
留
意
し
選
考
以

外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

子
ど
も
教
育
課

子
ど
も
子
育
て
支
援
係

 

（
内
線
３
０
６
）

「
聖
籠
町
子
ど
も・子
育
て
会
議
」の

 

委
員
を
募
集
し
ま
す

工事の発注先 利率（固定金利）

町内の
建設関連業者

10 年以内 年１．８０％
（うち町で０．９０％利子補給）

11 年以上
20 年以内

年２．４０％
（うち町で１．２０％利子補給）

町外の
建設関連業者

10 年以内 年２．３０％
（うち町で１．１５％利子補給）

11 年以上
20 年以内

年２．９０％
（うち町で１．４５％利子補給）
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～
適
職
を
探
そ
う
！

　
一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す
～

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
し
込
み
） 

定
員
10
名

５
月
17
日
（
木
）

 

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
第
２
金
曜
日
は
休
館
日
）

福
祉
の
し
ご
と
就
職

フ
ェ
ア
開
催

　

福
祉
の
職
場
な
ど
に
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
を
対

象
に
、県
内
に
就
業
先
の
あ
る
法
人
・

事
業
所
の
担
当
者
の
方
と
直
接
お
話

が
で
き
る
福
祉
の
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
法
人
な
ど
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
fukushiniigata.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

フ
ェ
ア
と
同
日
開
催
で
就
活
に
役

立
つ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

・５
月
20
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

 
（
受
付 

正
午
～
午
後
４
時
）

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
４
階

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
︲
2
︲
2
）

６
月
３
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

（
受
付 

正
午
～
午
後
４
時
）

ハ
イ
ブ
長
岡
２
階

（
長
岡
市
千
秋
3
︲
３
１
５
︲
11
）

６
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

（
受
付 

正
午
～
午
後
４
時
）

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
４
階

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
︲
2
︲
2
）

■
参
加
に
つ
い
て

参
加
費
無
料
、
入
退
室
自
由
、
服

装
自
由
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職

活
動
証
明
書
発
行

■
就
活
セ
ミ
ナ
ー
（
要
申
込
）

・
５
月
20
日
（
日
）

「
採
用
担
当
者
が
会
い
た
く
な
る

応
募
書
類
の
作
り
方
」

・
６
月
３
日
（
日
）、
９
日
（
土
）

「
面
接
で
一
緒
に
働
き
た
い
と
思

わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
」

※
各
回
と
も
午
後
０
時
30
分
～
１
時

30
分
（
受
付
正
午
～
午
後
０
時
30

分
）

・

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
５
︲
２
８
１
︲
５
５
２
３

平
成
30
年
度
自
衛
官
等

募
集
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

官
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生

■
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

 

（
在
高
校
生
を
除
く
）

■
受
付
期
間　
６
月
18
日（
月
）ま
で

■
試
験
期
日　
６
月
30
日（
土
）

 

～
７
月
２
日（
月
）

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
ま
た
は
自

衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
５
６
１
９

陸
上
自
衛
隊
か
ら

記
念
行
事
の
お
知
ら
せ

　

新
発
田
駐
屯
地
で
は
、
駐
屯
地
開

設
65
周
年
お
よ
び
第
30
普
通
科
連
隊

創
隊
56
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
ま

す
。

◆
市
中
パ
レ
ー
ド

５
月
12
日
（
土
）

 

午
後
２
時
～
２
時
30
分
頃

新
発
田
市
本
町
交
差
点
～
中
央
町

交
差
点

音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
徒
歩

部
隊
、
車
両
な
ど
に
よ
る
行
進
お

よ
び
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
観
閲

飛
行

◆
記
念
行
事

５
月
13
日
（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
広
報
展

示
、体
験
試
乗
、装
備
品
展
示
、野

外
売
店
、
白
壁
兵
舎
広
報
史
料
館

※
天
候
・
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り

行
事
を
中
止
ま
た
は
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
駐
車
場　
ア
イ
ネ
ス
し
ば
た
お
よ

び
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
運
行
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
違
法

駐
車
は
厳
に
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。）

※
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
門
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

 

広
報
室

　

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
３
１
５
１

使
用
済
み
切
手
な
ど
の

収
集
箱
の
設
置
場
所
が

変
わ
り
ま
し
た

　

日
頃
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
用

済
み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
の
収

集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

使
用
済
み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き

は
、
公
益
社
団
法
人
な
ど
の
団
体
を

通
じ
て
、
途
上
国
の
妊
産
婦
と
女
性

を
守
る
支
援
活
動
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
使
用
済
み
切
手
・
書

き
損
じ
は
が
き
の
収
集
箱
の
設
置
場

所
を
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
結

い
ハ
ー
ト
聖
籠
の
玄
関
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

聖
籠
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー

（
結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
内
）

☎
２
８
︲
７
１
１
０

こ
こ
で
す
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み ん な の ひ ろ ば

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

食習慣改善特集
「血糖値を上げない食事リズム」

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７- ６５１１

町の宝で〜す
３月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

星野 すみれ ちゃん

砂賀 悠
ゆう

志
し

 ちゃん

長谷川 茉
ま な

那 ちゃん

髙松 千
ち

寿
とせ

 ちゃん

齋藤 翔
しょう

紅
き

 ちゃん

川上 蓮
れん

翔
と

 ちゃん

木村 瑠
る か

椛 ちゃん 久保田 結
ゆ こ

心 ちゃん

小見 颯
りく

心
と

 ちゃん

野村 しずく ちゃん

田村 瑠
りゅう

士
と

 ちゃん

長峰 加
か や

弥 ちゃん

　聖籠町国民健康保険特定健診結果から、「血糖値」が異常判定
値となる方が年々増えています。様々な理由から、食事リズムが
乱れやすい現代社会ですが、血糖値の変動が大きい生活を続ける
ことは、血糖値のコントロールが悪くなる要因の一つです。皆さ
んはいかがでしょうか？

◆あなたはどのタイプ？
朝食を抜く ここが要注意！
朝、時間がなくて…
甘い飲料だけで
済ませる。

朝食を抜くと、昼食後の血糖値が
急上昇します。空腹時に甘い飲み
物も同様に急上昇します。

→まずは甘い飲み物を牛乳や豆乳に変えましょう。または、コ
ンビニなどでサンドイッチやおにぎりだけでも購入する。さ
らには、朝食用の買い置き ( 卵、納豆、ヨーグルト、バナナ
など ) をするなど朝食を食べるための準備をしましょう。

忙しくて… ここが要注意！
食事時間が日によってバ
ラバラになる。

食事時間が不規則に
なると、血糖値が乱
れやすくなります。

→１日のスケジュールから食事時間が空くことがわかっている
場合は、簡単に食べられる補食 ( 甘栗、カロリーバーなど )
を携帯しましょう。後に回せることは後にして、食事時間を
確保することも大切です。

３食の食事量にムラがある ここが要注意！
  朝　　  昼　　　 晩 食事量が少ないときと多いときの

差が大きくなると血糖値が乱れや
すくなります。

→できるだけ、食事量が均等になるようにしましょう。ごはん
１膳・主菜のおかず１皿・野菜のおかず１皿以上が理想です。

かなり空腹になってから… ここが要注意！
強い空腹時で食事をとる
ことが多い。

かなり空腹な状態で食事をとると
血糖値が急上昇します。

→直前の食事量を増やすなど、空腹が強くなり過ぎないように
工夫しましょう。先に野菜のおかずから食べ始めると急激に
血糖値が上がることが防げます。

第3弾
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ホ
ー
ム
初
勝
利
！

　

３
月
25
日
（
日
）
は
明
治
安
田
生

命
Ｊ
２
リ
ー
グ
第
６
節
が
開
催
さ
れ
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
ホ
ー
ム
で

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を
迎
え
て
の
一

戦
に
臨
み
ま
し
た
。
３
月
上
旬
か
ら

切
れ
目
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
試

合
を
戦
い
続
け
て
き
た
新
潟
。
勝
っ

て
３
月
の
連
戦
を
締
め
く
く
ろ
う
と
、

選
手
た
ち
は
闘
志
を
燃
や
し
て
徳
島

戦
に
挑
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
序
盤
か
ら
徳
島
が
ボ
ー
ル

を
保
持
す
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
潟
は
マ
ー
ク
の
意
識
を
高
く
持
ち
、

危
険
な
エ
リ
ア
に
入
ら
せ
な
い
守
備

で
対
抗
。
中
盤
で
は
、
リ
ー
グ
初
先

発
に
抜
て
き
さ
れ
た
戸
嶋
選
手
が
獅

子
奮
迅
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
見
せ
、

ピ
ン
チ
の
芽
を
摘
ん
で
い
き
ま
す
。

　

我
慢
強
く
戦
い
な
が
ら
、
カ
ウ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が

っ
て
い
く
と
、
得
点
機
が
訪
れ
た
の

は
31
分
で
し
た
。
中
央
付
近
で
ボ
ー

ル
を
奪
っ
た
河
田
選
手
が
、
一
気
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
前
ま
で
ド
リ
ブ

ル
で
駆
け
上
が
る
と
、「
キ
ー
パ
ー

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
良
く
な
か
っ
た
の

で
、
思
い
切
っ
て
狙
っ
た
」
と
右
足

を
振
り
抜
き
ま
す
。
こ
れ
が
ポ
ス
ト

の
内
側
を
叩
い
て
ネ
ッ
ト
に
収
ま
り
、

新
潟
が
先
制
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ド
を
保
っ
て
前
半
を
折
り
返

し
、
試
合
は
後
半
へ
。
１
点
を
追
う

徳
島
は
攻
撃
的
な
カ
ー
ド
を
次
々
と

切
り
な
が
ら
、
前
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
強
め
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
新

潟
は
守
備
の
つ
な
が
り
を
緩
め
る
こ

と
な
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ン
ド
カ
バ

ー
を
徹
底
し
、
簡
単
に
相
手
に
シ
ュ

ー
ト
を
撃
た
せ
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
を
組
ん
だ
原
選
手
と
ジ
ュ
フ

ン
選
手
も
、
う
ま
く
相
手
の
起
点
を

封
じ
、
チ
ー
ム
に
安
定
を
も
た
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　

終
了
間
際
に
攻
め
込
ま
れ
る
時
間

は
あ
っ
た
も
の
の
、
最
後
ま
で
集
中

を
切
ら
さ
ず
に
し
の
ぎ
切
り
、
こ
の

ま
ま
１
‐
０
で
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。
ホ

ー
ム
初
勝
利
を
挙
げ
、
デ
ン
カ
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
は
大
い
に
沸
き
立
ち
ま

し
た
！
待
ち
に
待
っ
た
万
歳
の
瞬

間
を
迎
え
、「
素
直
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
の
は
90

分
間
最
終
ラ
イ
ン
で
奮
闘
し
た
原
選

手
。
ま
た
、「（
好
調
の
）
徳
島
相
手

に
ゼ
ロ
で
抑
え
ら
れ
た
の
は
自
信
に

な
る
」
と
確
か
な
手
応
え
も
口
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
１
復
帰
を
懸
け
、
こ
れ
か
ら
も

勝
利
が
求
め
ら
れ
る
戦
い
が
続
き
ま

す
。
結
果
を
追
い
求
め
、
一
戦
必
勝

で
目
の
前
の
試
合
に
す
べ
て
を
捧
げ

て
い
き
ま
す
。

レ
デ
ィ
ー
ス
開
幕
戦

　

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
の
ダ
ブ
ル
開

催
と
な
っ
た
３
月
21
日
（
水
・
祝
）、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

は
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア

ム
で
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１

部
開
幕
戦
、Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
・

レ
デ
ィ
ー
ス
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
の
声
援
を
味
方
に
、
新
潟

は
試
合
開
始
早
々
か
ら
積
極
的
に
前

に
仕
掛
け
る
姿
勢
を
押
し
出
し
て
い

き
ま
す
。
３
分
に
阪
口
選
手
が
思
い

切
り
の
い
い
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
で
気

勢
を
上
げ
る
と
、
連
動
し
た
攻
撃
で

押
し
込
ん
で
い
く
新
潟
。
左
サ
イ
ド

で
は
小
原
選
手
が
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
で
躍
動
し
、
相
手
に
脅

威
を
与
え
ま
す
。	

　

先
制
点
が
生
ま
れ
た
の
は
41
分
で

し
た
。
こ
こ
ま
で
再
三
チ
ャ
ン
ス
を

生
み
出
し
て
い
た
小
原
選
手
が
ド
リ

ブ
ル
突
破
で
サ
イ
ド
を
崩
す
と
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ル
を
阪
口
選
手
が
頭
で
合

わ
せ
て
ゴ
ー
ル
！
リ
ー
ド
を
奪
っ
て
、

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
試
合
を
優
位
に
進
め
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
後
半

の
立
ち
上
が
り
に
同
点
弾
を
許
し
て

し
ま
う
と
、
次
第
に
長
野
に
流
れ
が

傾
い
て
い
き
ま
す
。
攻
勢
を
受
け
続

け
る
中
で
も
、
Ｇ
Ｋ
平
尾
選
手
の
フ

ァ
イ
ン
セ
ー
ブ
な
ど
で
何
と
か
切
り

抜
け
て
い
ま
し
た
が
、
終
了
間
際
に

セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
失
点
を
喫
し
１

‐
２
に
。
相
手
の
圧
力
に
屈
す
る
形

と
な
っ
て
し
ま
い
、
開
幕
戦
は
悔
し

い
逆
転
負
け
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

勝
利
で
の
ス
タ
ー
ト
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
戦
一
戦
成
長
を
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
シ
ー
ズ
ン

当
初
に
掲
げ
た
「
３
位
以
内
」
と
い

う
目
標
に
つ
な
が
る
は
ず
。
先
制
ゴ

ー
ル
を
挙
げ
た
阪
口
選
手
も
「
ま
だ

ま
だ
試
合
は
続
く
。
修
正
点
を
解
決

で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
前
を
向
い
て
い
ま

し
た
。
チ
ー
ム
は
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑先制ゴールを決めた、河田選手（右）

↑なでしこジャパンにも初
　招集された阪口選手！
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【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

 

（
男
子
）】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
が
所
属
す
る

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
１
部

の
２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
が
４
月
８
日

（
日
）
に
開
幕
い
た
し
ま
し
た
！
こ

の
試
合
は
Ｊ
Ｓ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
、Ｆ
Ｃ
北
陸
と
対
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
新
加
入
の
桑
田
大
幹
選
手

が
２
得
点
を
あ
げ
２
‐
０
。
見
事
、

開
幕
戦
を
勝
利
で
収
め
ま
し
た
。
雪

が
降
り
、
足
元
が
悪
い
中
、
会
場
ま

で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

　

こ
れ
か
ら
９
月
ま
で
続
く
長
い
シ

ー
ズ
ン
。
引
き
続
き
皆
様
の
変
わ
ら

ぬ
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

 

レ
デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

が
所
属
す
る
北
信
越
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
も
Ｊ
Ｓ
Ｃ
と
同
じ
く
、
４
月

８
日
（
日
）
に
２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン

が
開
幕
い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
富
山
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
と
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果
は
５
‐

０
と
快
勝
！
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
復
帰
に
向
け
、
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
引

き
続
き
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
と
と
も
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
５
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程
】

Ｊ
Ｓ
Ｃ

５
月
20
日
（
日
）

vs
富
山
新
庄
ク
ラ
ブ

午
前
11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

Ｊ
Ｓ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ

５
月
13
日
（
日
）

vs
新
潟
医
療
福
祉
大
学
女
子
サ
ッ

カ
ー
部

午
後
３
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

Ｊ
Ｓ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
お
知
ら
せ
】

　

今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
北
信
越
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が
ｍマ

イ

ク

ジ

ュ

ー

ｙ
ｃ
ｕ
ｊ
ｏ
ｏ

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
北
信
越

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
全
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
を
ラ
イ
ブ
で
見
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
北
信

越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
分
た
ち
の
目
指
す
サ
ッ
カ
ー
を
追

求
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

５
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
12
節　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

vs
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

石
川
県
西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技

場
第
13
節　

５
月
６
日
（
日
）

vs
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
14
節　

５
月
12
日
（
土
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉　

午
後
３
時
キ
ッ
ク
オ
フ

フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ

第
15
節　

５
月
20
日
（
日
）

vs
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
16
節　

５
月
26
日
（
土
）

vs
Ｆ
Ｃ
岐
阜

午
後
３
時
キ
ッ
ク
オ
フ

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長
良

川
競
技
場

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
リ
ー
グ
Ｙ
Ｂ
Ｃ

ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ

ー
ジ
〉

第
５
節　

５
月
９
日
（
水
）

vs
Ｆ
Ｃ
東
京

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
６
節　

５
月
16
日
（
水
）

vs
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ニ
ッ
パ
ツ
三
ツ
沢
球
技
場

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
４
節　

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

vs
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ　

正
午
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
５
節　

５
月
６
日
（
日
）

vs
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
堺
レ
デ
ィ
ー
ス

正
午
キ
ッ
ク
オ
フ

Ｊ
‐
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
堺
Ｓ
１
メ
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド

第
６
節　

５
月
13
日
（
日
）

vs
日
体
大
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
横
浜　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競

技
場

第
７
節　

５
月
20
日
（
日
）

vs
マ
イ
ナ
ビ
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

あ
い
づ
陸
上
競
技
場

第
８
節　

５
月
27
日
（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競

技
場

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 北蒲原郡聖籠町網代浜925-1
TEL　0254−32−5357
FAX　0254−32−5358
学校HP　http://team.cupsnet.com/
学校Twitter　@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP　http://team.cupsnet.com
チーム公式Twitter　@jyappi

mycujoo HFL ページは
右記の QR コードから →
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 ４月９日（月）、山倉、亀代、蓮野小学校の入学式に
おいて、新一年生へ「交通安全 黄色いランドセルカ
バー」が、新発田地区交通安全協会から寄贈され、新
発田地区交通安全協会聖籠支部から手渡されました。
　この事業は、新入学児童を交通事故から守るととも
に、家族ぐるみの交通安全教育を目的として実施され
ているものです。
　黄色いランドセルカバーを見かけたら、一時停止や
徐行をするなど、思いやりのある優しい運転をして、
新入学児童の安全を守りましょう。

区分
年

3 月 1月〜 3月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成30年 4 0 9 8 0 14
平成29年 2 0 2 6 0 6
増　減 +2 0 +7 +2 0 +8

善意のご寄付ありがとうございました

寄付金を手渡す（株）聖篭タクシー様（右）と西脇副町長（左）

　4 月 20 日（金）、町役場において、聖籠町交通安全
母の会、新発田地区交通安全協会聖籠支部の総会が行
われました。一年間、町内の交通事故防止と交通安全
のために皆さんのご協力をよろしくお願いします。

　交通安全指導員として、交通安全思想
の普及と交通事故防止のため、長い間ご
尽力をいただいた築井あゆみさんが３月
末で指導員を退任されました。ありがと
うございました。

交通安全団体の役員と活動内容が決定！

町交通安全指導員退任

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.192

今日も一日交通安全

山倉小学校

蓮野こども園

入園式で交通安全呼びかけ

　3 月 28 日（水）、町の交
通事故防止と交通安全に役
立ててほしいと株式会社聖
篭タクシー様から町へ寄付
金が贈呈されました。寄付
金は、町内の交通事故防止
と交通安全のため、有効に
使わせていただきます。あ
りがとうございました。

町の交通事故発生状況

新入学児童へ交通安全の
ランドセルカバーを寄贈

　４月 10 日（火）蓮野こども園の入園式後に新入
園児親子へ「チャイルドシート着用の呼びかけ」を
町交通安全母の会が行いました。交通ルールを守っ
て『無事かえる』ようにカエルの反射材シールが母
の会副会長らからプレゼントされました。
　　　　　　　◎保護者のみなさまへ
１ チャイルドシートに乗せましょう
２ 飛び出さないように手をつなぎましょう
３ 自転車に乗る時はヘルメットをかぶらせましょう
４ 道路を渡る時の３つの約束（①止まる　②手を

あげ、右 ･ 左 ･ もう一度右を見る　③車が止ま
ってから渡る）
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「
新
潟
広
域
都
市
圏
」
と
は
、
聖

籠
町
を
含
む
11
市
町
村
が
広
域
で
連

携
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
圏
域
全
体
の
経
済
の

活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
各
市
町
村

の
文
化
・
観
光
施
設
で
利
用
で
き
る

共
通
割
引
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を

“
お
得
に
”
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
共
通
割
引
券
利
用
可
能
施
設
》

 

※
（　

）
内
は
割
引
後
の
料
金

◆
新
潟
市
水
族
館
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本

海
（
新
潟
市
）

一
般
１
５
０
０
円
（
１
２
０
０

円
）、
小
中
学
生　

６
０
０
円

（
４
８
０
円
）、
４
歳
以
上
２
０
０

円
（
１
６
０
円
）

◆
蕗
谷
虹
児
記
念
館
（
新
発
田
市
）

一
般
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）、

高
校
生
２
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

◆
胎
内
昆
虫
の
家
（
胎
内
市
）

一
般
４
１
０
円
（
３
１
０
円
）、

小
中
学
生
２
６
０
円（
２
１
０
円
）

◆
諸
橋
轍
次
記
念
館
（
三
条
市
）

高
校
生
以
上
５
０
０
円
（
４
０
０

円
）、
小
中
学
生
２
０
０
円

（
１
６
０
円
）

◆
燕
市
分
水
良
寛
史
料
館
（
燕
市
）

一
般
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）、

高
校
生
２
０
０
円
（
１
５
０
円
）、

小
中
学
生
１
０
０
円
（
８
０
円
）

◆
五
泉
市
村
松
郷
土
資
料
館
（
五
泉

市
）

高
校
生
以
上
１
３
０
円
（
１
０
０

円
）

◆
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
（
阿
賀
野

市
）

一
般
３
０
０
円
（
２
５
０
円
）、

小
中
学
生
１
５
０
円（
１
０
０
円
）

◆
弥
彦
の
丘
美
術
館
（
弥
彦
村
）

一
般
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）、

小
中
学
生
１
５
０
円（
１
２
０
円
）

◆
三
川
・
温
泉
ス
キ
ー
場
（
阿
賀
町
）

※
12
月
下
旬
営
業
開
始
予
定

リ
フ
ト
１
日
券

一
般
男
性
３
５
０
０
円
（
２
８
０

０
円
）、一
般
女
性
・
50
歳
以
上

２
５
０
０
円
（
２
０
０
０
円
）、

小
中
学
生
２
０
０
０
円
（
１
６
０

０
円
）　

 

※
割
引
は
平
日
の
み

文
化・観
光
施
設
な
ど
が
お
得
に
！

新
潟
広
域
都
市
圏 

共
通
割
引
券

新潟広域都市圏連携事業
文化・観光施設共通

割 引 券
　この券の提示で次の施設の入館
料を割引します。

マリンピア日本海（新潟市）/ 蕗谷
虹児記念館（新発田市）/ 胎内昆虫
の家（胎内市）/ 諸橋轍次記念館（三
条市）/ 燕市分水良寛史料館（燕市）
/ 五泉市村松郷土資料館（五泉市）/
吉田東伍記念博物館（阿賀野市）/
弥彦の丘美術館（弥彦村）/ 三川・
温泉スキー場（阿賀町）

有 効 期 限
平成31年3月31日まで
※ 割引額、営業時間、休館日は各施設により

異なります。
※ この券で本人と同行者全員を割引します。
※ 原本のみ使用可。有効期限まで何回でも使

用できます。
※ 他券との併用不可

キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ

役
場
総
務
課  

広
報
広
聴
係

 

（
内
線
２
２
２
）

←本割引券を切り
取り、各施設に
持参してくださ
い。

町
民
お
よ
び

�

町
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
て

送
ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
の
試
験
放

送
で
す
。
町
内
58
か
所
に
設
置
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

と
戸
別
受
信
機
か
ら
、
次
の
と
お
り

一
斉
放
送
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
と
は
、
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て

瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

５
月
16
日（
水
）

�

午
前
11
時
こ
ろ

　

な
お
、
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況

に
よ
っ
て
は
、
試
験
放
送
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。」　
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
広
報
聖
籠
町
で

す
。」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

役
場
生
活
環
境
課　
地
域
安
全
係

 

（
内
線
２
８
２
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
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み ん な の ひ ろ ば

ねこ大好きさん 10歳 ここなさん 7歳 高橋梨愛さん 8歳

五十嵐こたろうさん 4歳

町
農
業
委
員
会
吉
田
春
雄
会
長
と

　
町
農
業
委
員
会
が

　
　
平
成
29
年
度
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
の
勝
利
を
誓
う
！

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
が

町
長
を
表
敬
訪
問

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー

ス
（
以
下
、
ア
ル
ビ
Ｌ
）
の
中
野
社

長
、
山
本
統
括
部
長
な
ら
び
に
山
崎

監
督
、
中
村
楓か
え
で選
手
を
含
む
３
選
手

が
渡
邊
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

ア
ル
ビ
Ｌ
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
プ

レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
で
５
位
、

皇
后
杯
で
ベ
ス
ト
８
の
成
績
で
終
え

ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
監
督
に

就
任
し
た
山
崎
監
督
は
「
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
頂
上
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
中
村
選
手

は
「
こ
れ
ま
で
の
攻
撃
的
サ
ッ
カ
ー

に
加
え
、
守
備
面
で
も
自
分
た
ち
ら

し
さ
を
出
し
て
勝
ち
た
い
」
と
、
上

尾
野
辺
め
ぐ
み
選
手
は
「
昨
年
は
シ

ー
ズ
ン
当
初
か
ら
ケ
ガ
人
が
多
か
っ

た
が
、
今
年
は
ケ
ガ
人
も
少
な
く
、

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
と
て
も
い
い
」

と
、
阪
口
萌も
え

乃の

選
手
は
「
早
く
試
合

が
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
今
シ
ー
ズ
ン
へ
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
ア
ル
ビ
Ｌ
に
熱
い

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

3
16

↑左から上尾野辺選手、山崎監督、渡邊町長、中村選手、阪口選手。

↑町職員から監督と選手へ花束を贈呈。

投稿するときはペンで書いてください。（薄いものは掲載できません）　　　　　　　　　　　　　　　 住所と名前は必ず書いてください。（ペンネーム希望の場合は名前の横にペンネーム『○○○』と書いてください）１か月に一人１枚だけ受け付けます。

男女共同参画通信
vol.1

　

吉
田
会
長
は
、
平
成
10
年
４
月
か

ら
農
業
委
員
と
し
て
活
動
し
、
平
成

19
年
４
月
か
ら
は
、
会
長
職
と
し
て
、

委
員
を
ま
と
め
あ
げ
、農
地
の
集
積
・

集
約
化
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
率
先
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
農
業
委
員
会
も
農
業
委

員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
活
動
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
・
解
消
や
農
地
の
集
積
・
集

約
化
の
功
績
が
評
価
さ
れ
同
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
農
地
利
用
の

最
適
化
活
動
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

↑表彰を受けた吉田会長

～はじめます！男女共同参画通信～
　町では、このたび、男女共同参画社会実現に
向けて「第３次男女共同参画計画」を策定し、
取り組みを進めることとしました。
　そこで、町民の皆さんに男女共同参画に対す
る理解を深めていただき、男女平等の意識が浸
透するよう啓発活動に力を入れて取り組んでい
くため、本紙面上で、男女共同参画にまつわる
コラムやレポートを連載していきます。
　これまであまりなじみのなかった「男女共同
参画」について、このコーナーを通じて皆さま
の関心が高まればと思います。
　なお、計画の詳細は広報せいろう６月号でお
知らせする予定です。
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み ん な の ひ ろ ば

手島ののかさん 7歳あっきーさん 8歳 田邉壮司さん 8歳

本間日陽ラブ♡さん 11歳 つるまきりのあさん 9歳

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

水
銀
式
の
体
温
計
・
血
圧
計
を
回
収
し
ま
す

夢
を
持
つ
大
切
さ
と
は
・
・
・

「
聖
籠
中
学
校
の
未
来
を
語
る
会
」
開
催

■
対
象

・
計
測
部
が
銀
色
の
水
銀
を
使
用

し
て
い
る
体
温
計
、
お
よ
び
血

圧
計
（
計
測
部
が
赤
色
の
温
度

計
は
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
で
す
の

で
対
象
外
で
す
）

・
聖
籠
町
の
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
も
の
（
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
も
の
は
、
産
業
廃
棄
物

と
な
り
回
収
で
き
ま
せ
ん
）

■
出
し
方

　

購
入
時
の
ケ
ー
ス
、
ま
た
は
丈

夫
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
ま
ま
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
・
回
収

時
間

○
役
場
正
面
玄
関

月
～
金
曜
（
閉
庁
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分

 

～
午
後
５
時
15
分

○
結
ハ
ー
ト
聖
籠
正
面
玄
関

火
～
日
曜
（
閉
館
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

―
注
意
―

水
銀
使
用
製
品
は
燃
え
な
い
ご
み

と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
! !

　

水
銀
は
有
害
な
物
質
で
す
。
自
然

環
境
へ
排
出
さ
れ
る
と
大
気
や
水
を

通
じ
て
健
康
被
害
や
環
境
汚
染
を
も

た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
水
銀
体
温
計
、
水
銀
血
圧
計
お
よ

び
水
銀
温
度
計
の
適
正
な
回
収
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
水
銀
の
自
然
環
境

へ
の
排
出
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

聖
籠
中
学
校
で
同
校
学
校
運
営
協

議
会
が
主
催
す
る
「
聖
籠
中
学
校
の

未
来
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
、
生

徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
を
務
め
ら
れ
た
高

橋
直
樹
さ
ん
は
、
元
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
の
選
手
で
、
ア
ル
ビ
Ｊ
１
昇

格
の
立
役
者
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
サ

ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ス
ク
ー
ル
マ
ス

タ
ー
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
や

将
来
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
を
支
え
る
選

手
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、「
夢
を
持
つ
大
切

さ
」
と
題
し
て
、
ご
自
身
が
サ
ッ
カ

ー
選
手
に
な
る
と
い
う
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
経
験
し
た
成
功
と
挫
折
を

例
に
挙
げ
、「
上
手
い
人
は
、
基
礎

的
な
部
分
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
部
分
は
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
身
に
着
け
る
に
は
、
容
易
で
は

な
く
、
今
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
小

中
学
校
の
こ
ろ
か
ら
の
積
み
重
ね
が

大
事
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
夢
を
達
成
す
る
ま
で
の

道
の
り
は
、
直
線
で
は
な
い
。
自
分

が
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
の
か
を
常

に
意
識
し
て
い
れ
ば
、
進
み
方
は
自

由
」
と
、
こ
れ
か
ら
夢
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
く
生
徒
の
皆
さ
ん
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

3
17

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
生
活
環
境
課

　
環
境
推
進
係
（
内
線
２
８
１
）

投稿するときはペンで書いてください。（薄いものは掲載できません）　　　　　　　　　　　　　　　 住所と名前は必ず書いてください。（ペンネーム希望の場合は名前の横にペンネーム『○○○』と書いてください）１か月に一人１枚だけ受け付けます。



祝

亀代小学校 亀代こども園

山倉小学校 蓮潟こども園

蓮野小学校 蓮野こども園

聖籠中学校
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